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 主体的・対話的で深い学びの姿 

低学年 

分科会 

・自分の考えを表現しようとする子 

・自分の考えを分かろうとする子 

・自分の考えと友達の考えを比べようとする子 

中学年 

分科会 

・自分の考えを図や式に表現しようとする子 

・友達の考えのよさに気付こうとする子 

・考え方の相違点だけでなく、共通点に目を向けようとする子 

高学年 

分科会 

・自分の考えを式や言葉で表現しようとする子 

・話し合いを通して、考え方のよさに気付こうとする子 

・関連付けて考えることができ、考え方をまとめようとする子 

特別支援

学級 

分科会 

 

・教材・教具をたよりに自分で考えようとする子 

 

専科 

分科会 

 

・自分の考えを図や式に表現しようとする子 

・友達の考えのよさに気付こうとする子 

・考え方の相違点だけでなく、共通点に目を向けようとする子 

（今年度の専科分科会は、３年生を対象に算数科の授業を実施した。） 

 

 

・低学年、中学年、高学年、特別支援学級、専科の５つの分科会で研究を推進する。 

・研究教科は算数科で、領域は限定しない。 

・ノート指導や板書について、同じ教え方ができるよう、校内で統一していく。 

・今年度は、特に発問や問題提示場面、全体交流（練り上げ）場面の研究を深めていく。 

【学校教育目標】 

○ 心をみがき 体をきたえる 子 

○ 自ら考え やりぬく 子 

○ 認めあい 高めあう 子 

【児童の実態】 
○ 子供らしく素直で明るい。 

○ 友達のよさを見付けたり、認

めたりすることができる。 

○ 自信のあることには、意欲的

に取り組むことができる。 

○ 基礎的・基本的な学習につい

ては、概ね定着している。 

○教師の指導に沿って、学習に

向かうことのできる児童が

多い。 

○ ｢書く能力｣｢社会的な思考・

判断・表現｣｢数学的な考え

方｣｢科学的な思考・表現｣「読

み取る力」｢解決する力｣が弱

い。（学力調査の結果から） 

【保護者の願い】 
○ 基礎的・基本的な学力を定着さ

せたい。 

○ 意欲を引き出せるよう授業を工

夫してほしい。 

○ 個に応じた指導をしてほしい。 

【教師の願い】 
○ 考える力を身に付けさせたい。 

○ 話す・聞く態度を身に付けさせ

たい。 

○ 努力する態度を育みたい。 

○ 互いに学び合い、認め合う態度

を育てたい。 

○ 自ら考え、判断し、行動できる

力を身に付けさせたい。 

 

【育てたい児童像】 

○ 落ち着いて話を聞き取れる子 

○ 何事にも進んで取り組める子 

○ 友達のがんばりを認めあい 

高めあえる子 

「算数科における主体的・対話的で深い学びの実現を目指して」 

～考える力を育むための指導の工夫～ 

研究の方法 

目指す児童像 


